
唯
識
三
十
論
安
慧
釈
に
お
い
て
、
無
分
別
智
と
後
得
智
の
典
拠

と
し
て
引
用
さ
れ
る
ｚ
胃
ぐ
時
巴
ｇ
‐
胃
画
く
①
轡
‐
号
副
煙
凰
な
る
経
典

の
一
節
に
つ
い
て
、
こ
の
経
典
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
お
よ
び
ギ
ル
ギ
ッ

ト
写
本
の
中
に
現
存
し
て
い
る
梵
文
断
片
と
の
照
合
の
結
果
を
報

告
し
、
合
わ
せ
て
、
こ
の
経
典
と
初
期
琉
伽
行
派
の
諸
文
献
と
の

関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な
お
梵
文
断
片
の
ロ
ー
マ
字
転
写
を

若
干
の
校
訂
を
加
え
て
本
稿
の
最
後
に
付
加
す
る
。

唯
識
三
十
論
第
二
十
’
二
十
一
偶
に
お
い
て
、
世
親
は
三
性
説

を
提
示
し
た
後
、
第
二
十
三
偶
に
お
い
て
、
三
性
の
相
関
性
を
説

ｚ
胃
ぐ
時
里
ロ
甲
軍
国
ぐ
①
雷
旦
匿
胃
四
日
に
つ
い
て

甲

Ｉ
無
分
別
智
と
後
得
智
の
典
拠
と
し
て
口

序一

い
て
い
る
。
そ
の
中
、
『
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
限
り
、
彼
は
見
ら

①

れ
な
い
』
と
い
う
第
四
句
は
、
安
慧
に
よ
る
と
、
無
分
別
智
と
後

得
智
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
安
慧
は
次
の
よ
う
に

②

説
明
す
る
。

「
『
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
限
り
』
と
は
円
成
実
性
が
で
あ
り
、

『
彼
は
見
ら
れ
な
い
』
と
は
依
他
起
性
は
で
あ
る
。
無
分
別

出
世
間
智
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
、
へ
き
円
成
実
性
が
見
ら
れ
な

い
限
り
、
通
達
さ
れ
な
い
限
り
、
直
証
さ
れ
な
い
限
り
、
依

他
起
は
そ
れ
以
外
の
智
に
よ
っ
て
は
把
握
さ
れ
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
〔
依
他
起
性
は
〕
そ
の
後
に
得
ら
れ
る
清
浄
な
る
世

間
智
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て

円
成
実
が
見
ら
れ
な
い
限
り
、
依
他
起
は
見
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
出
世
間
智
の
後
で
得
ら
れ
る
智
に
よ
っ
て
は
見
ら
れ

松
田

和

信
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な
い
の
で
は
な
い
。
ｚ
旨
く
房
巴
冨
‐
胃
い
く
①
蟹
‐
昏
倒
凹
昌
の
中

に
説
か
れ
て
い
る
如
し
、
『
そ
の
後
で
得
ら
れ
た
智
に
よ
っ

③

て
、
一
切
法
を
幻
術
・
陽
炎
・
夢
・
影
・
こ
だ
ま
・
水
月
・

変
化
に
等
し
い
も
の
と
理
解
す
る
』
と
。
こ
の
場
合
の
『
一

切
法
』
と
は
依
他
起
に
収
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
意

図
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
円
成
実
は
虚
空
の
如
く
で
あ
り
、

〔
そ
れ
に
対
す
る
〕
智
は
同
一
的
（
の
§
‐
３
３
）
で
あ
る
。
〔
同

じ
経
典
に
〕
『
無
分
別
智
に
よ
っ
て
、
一
切
法
を
虚
空
に
等

④

し
き
も
の
と
見
る
』
と
説
か
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
〔
無
分
別
智
に
よ
っ
て
〕
依
他
起
な
る
諸
法
を
た
だ
真

如
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
見
る
か
ら
で
あ
る
。
」

さ
ら
に
無
分
別
智
と
後
得
智
に
関
す
る
別
の
資
料
を
あ
げ
よ
う
。

大
乗
荘
厳
経
論
菩
提
品
第
十
二
偶
は
、
転
依
に
か
ん
し
て
、
そ
れ

が
煩
悩
障
と
所
知
障
と
の
二
障
を
断
じ
て
得
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
、

さ
ら
に
そ
の
獲
得
が
『
清
浄
な
る
無
分
別
智
の
道
』
と
『
広
大
な

る
対
象
を
有
す
る
智
の
道
』
を
通
し
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
説
く

⑤が
、
こ
の
二
つ
の
智
の
道
に
つ
い
て
安
慧
は
次
の
よ
う
に
注
釈
し

⑥

て
い
る
。「

極
清
浄
な
る
無
分
別
智
の
道
を
獲
得
し
、
そ
の
後
で
得
ら

れ
る
無
辺
な
る
所
知
を
対
象
と
す
る
清
浄
な
る
世
間
智
の
道

を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
こ
の
二
つ
の
道
に
よ

っ
て
、
二
陣
を
残
り
な
く
断
ず
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ

の
中
、
極
清
浄
な
る
無
分
別
智
に
よ
っ
て
一
切
法
を
虚
空
の

如
く
空
で
あ
る
と
見
る
。
そ
の
後
で
得
ら
れ
る
無
辺
な
る
所

知
を
対
象
と
す
る
清
浄
な
る
世
間
智
に
よ
っ
て
、
三
世
に
収

め
ら
れ
る
一
切
の
世
界
の
事
物
を
幻
術
・
陽
炎
に
等
し
い
も

の
と
見
る
。
」

以
上
に
取
り
上
げ
た
二
つ
の
注
釈
の
文
章
に
よ
る
と
、
安
慧
は

無
分
別
智
と
後
得
智
に
言
及
す
る
場
合
に
、
ｚ
胃
く
房
巴
冨
‐
冒
四
Ⅱ

ぐ
①
＄
‐
目
日
四
日
な
る
経
典
の
一
節
を
援
用
し
つ
つ
、
説
を
立
て
て

い
る
の
で
あ
る
。
大
乗
荘
厳
経
諭
の
注
釈
に
お
い
て
は
、
こ
の
一

節
を
直
接
引
用
は
し
て
い
な
い
が
、
三
十
論
の
注
釈
に
お
け
る
引

用
と
比
較
す
る
な
ら
、
こ
の
一
節
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
な
お
三
十
論
の
注
釈
に
お
い
て
、
安
慧
は
先
に
後
得

智
の
典
拠
と
な
る
文
章
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
経
典
の
チ
↓
、
ヘ

ッ
ト
訳
お
よ
び
他
の
文
献
に
お
け
る
引
用
例
よ
り
見
る
と
、
本
来

の
形
態
と
し
て
は
、
先
に
『
無
分
別
智
に
よ
っ
て
、
一
切
法
を
虚

空
に
等
し
き
も
の
と
見
る
』
と
い
う
文
章
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
に

後
得
智
に
関
す
る
一
文
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
こ
の
一
節
は
安
慧

以
前
の
琉
伽
行
派
の
諸
文
献
中
に
直
接
引
用
さ
れ
た
形
跡
は
確
認

で
き
な
い
が
、
安
慧
以
後
の
文
献
で
は
、
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
第
三

修
習
次
第
ａ
ａ
切
目
く
秒
呂
‐
胃
鱒
日
騨
）
の
中
で
、
円
成
実
性
を
見
る
智
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と
し
て
の
無
分
別
智
、
お
よ
び
依
他
起
性
を
見
る
智
と
し
て
の
後

得
智
と
い
っ
た
問
題
と
は
無
関
係
に
引
用
さ
れ
、
ま
た
ラ
ト
ナ
ー

カ
ラ
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
の
八
千
頌
般
若
の
注
釈
で
あ
る
断
国
冨
昌
由

の
中
で
は
、
二
種
の
般
若
波
羅
蜜
（
出
世
間
智
と
世
間
智
）
の
典

拠
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
三
つ
の
引
用
例
、
お
よ
び

こ
の
経
典
の
チ
ゞ
、
ヘ
ッ
ト
訳
の
該
当
部
分
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
経

典
の
名
称
も
含
め
て
若
干
の
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。
次
に
そ
の
諸

文
献
の
文
章
を
上
げ
て
お
く
。⑦

③
三
十
諭
安
慧
釈
の
引
用
。

ぐ
ゆ
計
丘
倒
シ
ヨ
『
さ
《
討
邑
『
ひ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
一
、
邑
己
風
画
く
習
惑
包
吾
画
貢
邑
菖
全
愚
や
冨
口
丙
汁
四
隊
旨
、

く

ｑ
Ｒ
‐
ト

ｑ
、
■

■
１
、

Ｕ
、

口
耳
く
邑
肉
沙
目
己
①
ロ
四
］
ご
四
国
の
口
倒
丙
醐
か
色
‐
の
⑳
画
】
ｐ
詐
凹
］
凶
．
の
ｐ
Ｈ
ぐ
ゅ
１
口
面
四
吋
Ⅱ

ｉ
１

口
》
四
国
ロ
四
恥
く
い
は
、
汁
い
す
ｄ
埼
巽
け
ゆ
』
ｐ
ご
口
彦
①
ロ
画
］
ロ
四
口
の
ロ
四
Ｈ
邑
蝕
く
い
ｉ

■
画
ｆ
ｒ
４
１

‐
岸
，
Ｉ
』

、

』
，
。
■
・

Ｌ

Ｌ

口
］
凹
員
Ｅ
Ｉ
の
ぐ
四
℃
ロ
山
‐
（
も
Ｈ
②
陸
ご
丘
倒
の
い
）
‐
も
Ｈ
餌
武
か
Ｈ
ロ
計
丙
○
。
巴
肉
ｐ
ｏ
ｐ
。
Ⅱ

凸

■
や

雪
凸
出

画
》
●
、
巽

口
Ｈ
四
１
口
屍
Ｈ
Ｈ
ｐ
胃
計
画
‐
の
騨
呂
口
ゆ
唇
の
四
Ｈ
ぐ
ゅ
ｌ
Ｑ
ｂ
Ｐ
Ｈ
口
］
四
国
。
Ｈ
四
吋
『
の
口
、
、

ト
」

、
、

⑧

⑪
第
三
修
習
次
第
の
引
用
。

菌
昏
倒
８
犀
四
目
込
皇
ぎ
ざ
亀
も
ミ
ミ
風
、
、
］
巳
８
茸
閏
①
ご
い
］
ロ
色
Ⅱ

■
・
ｆ
Ｉ
Ｉ

ｐ
①
ロ
倒
穴
飼
い
画
の
四
貝
］
四
汁
ｐ
］
醐
口
印
ｐ
Ｈ
ご
い
Ｉ
。
彦
騨
引
口
〕
四
口
。
②
へ
い
ぐ
凹
武
、
○
円
Ⅱ

ト
〆
Ｌ
、
催
・

里
彦
四
）
１
一
四
ヴ
ロ
ロ
①
己
凹
ｄ
ｐ
ｐ
ｐ
Ｈ
Ｈ
己
凹
ご
餌
Ａ
ご
凹
国
日
‐
の
く
酋
己
目
○
口
四
屍
四
‐

０
．
、

卜

ｔ

卜

Ｊ

、
ロ
・
』
、

０
画
ロ
Ｑ
Ｈ
Ｏ
で
凹
民
目
ｐ
ｐ
ｂ
ｐ
の
目
色
ロ
世
世

⑨
舎
令

⑥
闘
国
薗
司
目
の
引
用
。

ぐ
凹
誇
ロ
昌
鼻
四
目
己
菖
亀
早
急
亀
寺
こ
ぎ
急
‐
ひ
貴
国
ご
凰
割
ミ
ヨ
ミ
ミ
昌
昌
言
ご
亀
惠

く

」
鯵
隅
・

Ｆ
、
■

叩
ｌ
、

以
上
の
よ
う
に
三
つ
の
引
用
例
、
お
よ
び
チ
等
ヘ
ッ
ト
訳
の
間
に

四
ぐ
』
丙
四
］
口
座
Ｉ
Ｑ
彦
叫
計
ロ
ー
ヮ
同
蛍
武
巽
ロ
群
○
ず
○
Ｑ
ロ
宙
騨
守
ぐ
○
一
コ
①
ぐ
ゅ
’
二
頁
ぐ
犀
Ⅱ

Ｇ
■

Ｌ
Ｉ

卜

」
Ｌ

、
・塑

巽
ｇ
〕
四
］
。
凹
口
の
匡
四
凶
］
内
倒
小
段
出
画
Ｈ
昌
四
詳
画
］
醐
巨
の
四
Ｈ
ぐ
い
Ｉ
ｑ
彦
四
国
ロ
蝕
口

も
ｐ
少
武
田
は
、
，
庁
凹
寸
も
扇
一
丘
四
‐
］
己
）
Ｑ
丘
①
旨
宙
Ｈ
ｐ
画
く
四
‐
減
昌
凹
ｐ
ｇ
Ｉ
ぬ
く
四
℃
冒
凹
Ｉ

己
周
曾
は
一
〕
彦
倒
、
四
１
口
Ｈ
煙
は
い
崗
自
匙
肉
倒
１
℃
Ｈ
画
威
す
旨
ロ
ヴ
○
ｑ
蝕
汽
画
○
四
胃
。
Ｈ
四
‐
ロ
貝
Ⅱ

ト

ト

Ｈ
ご
洋
画
ｌ
の
②
Ｈ
ロ
四
口
の
四
吋
ぐ
煙
ｌ
Ｑ
ぽ
ゆ
Ｈ
口
屑
凹
昌
己
四
恥
昌
凹
武
、
、

⑩

⑥
ｚ
旨
く
涛
昌
蔦
‐
胃
ゆ
く
①
母
‐
号
胃
凹
昌
チ
ベ
ッ
ト
訳
該
当
部
分
。

ご
国
四
国
○
彦
ロ
ヴ
の
①
尉
巨
的
Ｑ
も
ゆ
ぽ
の
①
口
閉
口
も
四
昏
の
ロ
①
ロ
も
○
国
〕
四
Ｈ
ｐ

も
鼬
吋
自
旨
Ｈ
庁
○
ぬ
固
凹
ご
』
ロ
ず
く
」
罰
印
］
ゆ
局
凹
ご
片
口
”
ロ
少
の
勺
四
ｍ
ロ
』
の
①
印

●
、

Ｊ
』
■
４
４
Ｊ

Ｊ

ｏ
く
ゆ
Ｑ
四
．
丙
ロ
『
Ｐ
Ｑ
も
四
Ｎ
民
画
の
Ｑ
も
ｐ
Ｈ
口
蝕
Ｈ
ｐ
も
四
吋
昌
国
再
吋
守
○
ｍ
も
四
巨
胃

ぐ
①
小
の
の
丙
ぐ
ぢ
○
ケ
○
ｍ
汁
屋
四
門
口
の
○
四
。
ｐ
ゆ
口
）
Ｈ
画
弄
画
四
ぽ
一
口
屍
ぐ
筐

ｔ

ｔ

Ｌ

Ｊ
・

唇
出
■

』
Ｊ
■
■
、
も

Ｑ
ｐ
ご
Ｈ
ロ
苛
め
ロ
ロ
画
の
己
四
Ｈ
Ｈ
昌
営
目
Ｏ
ｐ
ｐ
Ｏ
、
、
Ｈ
国
凹
口
〕
己
四
吋
目
巨
禺
命
○
ぬ
の

書
、

卜

も
沙
昏
儲
旦
の
の
］
画
印
詐
苛
○
ず
己
煙
昏
肖
恥
①
の
も
い
の
ロ
芦
Ｏ
け
○
の
計
丘
四
口
戸
印
Ｏ
Ｐ
Ｑ

の
ぬ
く
ロ
ロ
曽
沙
旦
蝕
ロ
、
、
ご
巨
函
Ｈ
頤
昌
ロ
Ｑ
酉
国
Ｈ
Ｈ
巨
曾
冒
煙
目
冒
Ｑ
凹
罰
、
口
昌
函

冒
Ｏ
Ｈ
Ｑ
四
国
、
ご
吋
凹
ｍ
ｏ
丘
四
ロ
四
国
、
四
国
ロ
”
め
げ
Ｈ
回
の
ロ
・
画
。
、
○
ロ
ロ
旦
四

。
ｐ
画
、
ｍ
ｄ
Ｈ
ロ
ニ
ロ
四
・
四
国
、
周
回
味
の
彦
ｐ
ｐ
ｍ
ロ
山
Ｈ
Ｈ
ｐ
汁
ぽ
○
口
国
○
、
、

、
卜

膿

、

』

、
、

㈲
こ
の
経
典
に
は
漢
訳
も
あ
る
が
杜
撰
な
訳
で
、
ほ
と
ん
ど
用

を
な
さ
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
該
当
部
分
は
次
の
如
く
で
あ

⑪
ス
》
Ｏ「

若
菩
薩
如
是
了
知
已
如
是
安
住
無
分
別
界
。
是
即
入
無
分

別
智
興
虚
空
等
。

イO
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現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
無
分
別
界
に
悟
入
す
る
た
め
の
過
程

を
説
く
こ
の
小
経
典
（
チ
ー
、
ヘ
ッ
ト
訳
で
わ
ず
か
六
葉
。
名
前
に

目
倒
由
昌
と
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
真
言
の
類
は
一
切
説
か
れ
な
い
）

は
、
チ
琴
ヘ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
で
し
か
知
ら
れ
ず
、
梵
文
原
典
の
存
在

す
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ラ
グ
・
ヴ
ィ

ー
ラ
と
ロ
ー
ヶ
ー
シ
ュ
・
チ
ャ
ソ
ド
ラ
父
子
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ

⑬

た
ギ
ル
ギ
ヅ
ト
写
本
の
写
真
集
第
七
分
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る

シ
ぐ
時
色
巷
騨
‐
冑
酋
ぐ
の
３
‐
畠
自
国
色
‐
目
色
医
母
倒
〕
妙
‐
の
昇
国
（
写
真
番
号
一
六

、
７
１

は
そ
れ
ぞ
れ
他
と
の
相
違
が
あ
り
、
特
に
無
分
別
智
に
か
ん
す
る

前
半
部
分
は
そ
れ
が
著
し
い
。
こ
れ
ら
の
中
で
は
、
。
が
チ
。
ヘ
ッ

ト
訳
該
当
部
分
に
最
も
近
い
が
、
そ
れ
に
皎
令
へ
る
と
安
慧
の
引
用

は
簡
素
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
安
慧
の
引
用
し
た
も
の
か
ら
⑥
。
側

へ
と
増
広
し
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
も
の
に
し
て

も
、
意
味
上
の
相
違
は
な
く
、
無
分
別
智
は
出
世
問
の
も
の
で
あ

り
、
一
切
法
を
虚
空
の
如
し
と
見
る
智
、
つ
ま
り
円
成
実
性
を
見

る
智
と
し
て
存
在
し
、
一
方
、
後
得
智
は
世
間
的
な
も
の
で
あ
り
、

一
切
法
を
幻
術
等
の
如
し
と
見
る
智
、
つ
ま
り
依
他
起
性
を
見
る⑫

智
と
な
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
Ｚ
目
ぐ
時
巴
ｇ
‐
冒
騨
ぐ
の
段
‐
目
剖
凹
昌

の
一
節
を
援
用
し
て
の
安
慧
の
説
明
で
あ
る
。

一
一

六
八
’
一
六
八
一
）
が
チ
肴
ヘ
ッ
ト
訳
と
の
照
合
の
結
果
こ
の
経
典
に

一
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
写
本
は
最
終
葉
（
第
十
六
葉
）

が
残
っ
て
い
る
の
で
全
体
で
十
六
葉
よ
り
成
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

現
存
し
て
い
る
の
は
そ
の
う
ち
の
七
葉
に
す
ぎ
な
い
。
各
葉
両
面

に
六
な
い
し
七
行
を
も
っ
て
書
か
れ
、
書
体
は
ギ
ル
ギ
ッ
ト
写
本

の
中
で
大
乗
系
の
典
籍
に
特
有
な
丸
み
を
帯
び
た
グ
プ
タ
文
字
で

あ
る
。
ま
た
サ
ン
デ
ィ
等
に
か
ん
し
て
不
規
則
な
点
が
多
い
が
、

末
尾
の
二
偶
を
含
め
て
俗
語
的
要
素
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
一
節
は
、
不
完
全
で
は

あ
る
が
残
さ
れ
た
写
本
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
読

⑭

み
箔
《
ノ
る
。

い
く
潭
肉
四
］
ご
Ｐ
ｌ
Ｑ
匠
倒
庁
ロ
ー
己
尉
凹
蝕
駕
彦
詳
○
ず
Ｏ
ｇ
丘
尉
騨
汁
ぐ
○
国
声
色
医
型
の
凹
庁
Ⅱ

ぐ
画
言
一
画
①
冒
幽
‐
巨
骨
（
Ｈ
）
ご
詠
尉
一
①
冒
凹
口
只
Ｈ
）
ぐ
』
屏
凹
］
己
の
ロ
ｐ
］
ご
少
国
①
ロ
ｐ

Ｈ
ご
色
琶
②
ｌ
母
国
色
ｐ
ｇ
ｌ
ｍ
ｐ
ｐ
Ｑ
丘
塑
Ｈ
く
ゅ
‐
ロ
四
ｍ
凹
尉
四
ｌ
叩
ぐ
四
℃
旨
い
１
℃
Ｈ
凹
蝕
ご
昏
倒
Ⅱ

＄
‐
豆
目
旨
○
８
百
‐
○
四
（
且
国
．
：
．
以
下
欠
落
）

こ
れ
を
見
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
三
十
論
安
慧
釈
に
引
用
さ
れ

る
も
の
等
と
は
全
く
異
っ
た
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
本
来
こ
の
部
分
は
無
分
別
智
と
後
得
智
に
か
ん
す
る
二

つ
の
文
章
よ
り
成
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
中
間
の
部
分
が

抜
け
落
ち
て
お
り
、
後
得
智
と
い
う
語
も
現
わ
れ
な
い
・
こ
れ
は
写

本
の
こ
の
部
分
が
混
乱
し
て
い
て
本
来
の
形
と
し
て
は
君
習
①
息

4句
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と
目
匂
甲
以
下
の
間
に
チ
ベ
ッ
ト
訳
お
よ
び
諸
引
用
例
に
あ
る

よ
う
な
文
章
が
入
る
べ
き
な
の
か
、
あ
る
い
は
こ
の
写
本
は
別
の

系
統
の
も
の
で
あ
っ
て
こ
の
ま
ま
の
形
で
首
尾
一
貫
し
て
い
る
の

か
、
写
本
の
こ
れ
に
つ
づ
く
部
分
が
欠
け
て
い
る
の
で
断
定
は
で

き
な
い
が
、
こ
の
写
本
の
他
の
部
分
が
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
驚
く
ほ
ど

一
致
す
る
の
に
比
べ
る
と
非
常
に
奇
妙
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
た
悪
口
目
目
ぐ
四
‐
ロ
樹
胃
四
と
い
う
語
も
、
他
の
資
料
に
は

全
く
現
わ
れ
ず
問
題
を
よ
り
複
雑
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
の

資
料
で
は
こ
の
部
分
の
本
来
の
形
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
我
右
は
こ
れ
以
上
の
考
察
を
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

で
は
こ
の
経
典
は
佛
教
史
上
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占

め
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
安
慧
が
無
分
別
智
と
後
得
智
の
典
拠
と

す
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
初
期
琉
伽
行
派
に
と
っ
て
重
要
視
さ

れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
事
実
我
々
は
こ
の
経
典
の
中
に
次
の
よ

⑮

う
な
琉
伽
行
派
に
特
有
の
表
現
を
見
い
出
し
う
る
の
で
あ
る
。

。
、
凸
Ｊ

ぐ
与
国
四
℃
は
昌
胄
副
守
門
四
口
胃
昌
骨
○
画
己
胃
］
武
○
凹
月
四
首
ぐ
』
丙
画
法
。
①
ｏ
ｐ
Ｈ
ｍ
茸
、

●
Ｉ
Ｆ

Ｉ
Ｆ

、

昌
四
庁
丘
叫
Ｈ
ｑ
も
画
員
旨
口
倒
の
拝
誹
⑳
陸
】
凶
Ｈ
ｐ
も
画
‐
己
吊
騨
威
す
け
凶
印
倒
ぐ
』
］
。
四
は
Ｈ

Ｐ
口
』
ロ
閏
⑫
武
は
○
色
禺
色
は
ぐ
』
斥
沙
二
）
の
○
凹
禺
四
は
、

ト

世

、

「
色
は
た
だ
了
別
に
す
ぎ
な
い
（
唯
識
）
と
行
ず
る
人
は
分

三

別
に
つ
い
て
行
ず
る
の
で
あ
る
。
色
が
存
在
し
な
い
の
と
同

様
に
色
と
し
て
顕
現
す
る
了
別
も
ま
た
存
在
し
な
い
と
行
ず

る
人
は
分
別
に
つ
い
て
行
ず
る
の
で
あ
る
。
」

こ
れ
は
対
象
の
無
か
ら
識
の
有
へ
、
識
の
有
か
ら
識
の
無
へ
と

⑮

い
う
唯
識
説
で
説
か
れ
る
「
入
無
相
方
便
」
の
思
想
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
経
典
が
法
法
性
分
別
論
（
ロ
冒
吋
日
四
‐
目
胃
日
興
団
‐
ぐ
Ｔ

ｇ
攪
四
）
の
一
節
と
結
び
つ
く
と
思
わ
れ
る
点
を
指
摘
し
た
い
。
ま

ず
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
こ
の
経
典
の
一
節
は
チ
尋
ヘ
ッ
ト
訳
と

ギ
ル
ギ
ッ
ト
写
本
で
見
る
と
次
の
よ
う
な
一
文
に
先
立
た
れ
て
い

⑰
マ
（
》
○

］
門
四
計
由
崗
四
○
○
四
庁
、
Ｑ
ゆ
く
目
ぽ
い
］
己
四
員
］
、
四
ぐ
芦
丙
四
］
も
○
》
Ｈ
口
も
○
》
己
昌
ロ
ｐ
Ｈ
Ⅱ

の
四
画
○
ご
Ｈ
四
は
駕
彦
○
）
口
倒
ず
ぽ
凶
の
○
』
ぐ
ご
画
騨
己
は
丙
○
》
ロ
陸
肉
①
味
四
］
は
、

「
こ
の
無
分
別
と
は
何
か
。
無
分
別
は
無
色
・
不
可
説
・
不

住
・
不
顕
現
・
不
了
別
・
不
所
依
で
あ
る
。
」

こ
の
文
章
と
そ
れ
に
つ
づ
く
無
分
別
智
・
後
得
智
を
説
く
一
節

を
念
頭
に
お
く
時
、
我
灸
は
法
法
性
分
別
論
の
次
の
よ
う
な
一
節

⑱

に
注
意
を
引
か
れ
る
。

］
巴
賜
画
口
蝕
‐
℃
Ｈ
Ｐ
ぐ
①
小
沙
印
計
凰
ず
ぽ
胃
倒
胃
肉
倒
吋
山
】
ぼ
く
Ｑ
ぽ
ぃ
Ｈ
Ｈ
口
四
計
倒
ｌ
も
Ｈ
色
Ⅱ

武
駕
彦
画
冒
餌
誹
○
』
Ｑ
ぐ
ぃ
〕
Ｎ
Ｐ
Ｉ
口
旨
色
ご
宮
画
倒
つ
く
四
ｌ
Ｑ
ｐ
鱒
尉
口
胃
四
片
凶
Ｉ
も
吋
四
武
切
Ⅱ

二
目
日
〕
倒
含
、
色
の
色
員
芦
己
吋
己
ハ
ロ
胃
倒
〕
四
合
○
・
く
ゅ
〕
吋
画
ｌ
く
ゅ
計
ロ
型
〕
］
己
』
倒
己
①
ロ
Ⅱ

旦
嵐
昌
四
ｌ
く
橘
ゆ
く
酌
１
ぐ
ご
。
四
℃
武
ｌ
ご
］
〕
劃
凹
ご
煙
』
○
戸
画
砂
ｐ
Ｈ
恒
己
Ｈ
四
一
内
彦
冒
倒
口
画
↓

Ｌ
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、
汁
凹
Ｑ
ゆ
ロ
①
旨
四
民
巨
。
ｑ
四
口
】
Ｑ
四
民
小
凹
冒
ｐ
Ｈ
巨
凹
己
門
凹
武
翼
旨
色
試
ロ
Ｐ
づ
ゆ
Ⅱ

、

‐
牌
，
０
、

ル
ー
日
ロ

ー
〕
ロ
画
、
鱒
禺
冒
い
ぐ
一
一
コ
色
や
は
〕
〈
四
国
〕
山
岸
員
］
肉
①
骨
酔
尉
ロ
洋
一
唇
営
ご
』
］
門
巳
や
四
切
目
画

●
Ｊ
ｐ
Ｉ
Ｉ

－
ｐ
ｐ
ｐ
四
の
ぐ
ゆ
く
四
命
面
倒
ｌ
ｍ
ｐ
計
叶
色
口
］
］
巴
崩
沙
ロ
四
国
〕
ゆ
ず
ロ
】
Ｑ
ぐ
○
斤
詳
四
員
］

Ｌ

４
く

典

ず
ぽ
ゆ
く
凹
武
『
の
ロ
ゆ
ロ
ヴ
四
ぽ
国
。
ぱ
ぐ
吋
口
肖
匡
凹
口
］
呂
口
丙
ロ
色
壼
』
Ｑ
丙
ぐ
罠

、

Ｂ
‐
岸
，
ｆ
、

１
０
、

岸
四
門
○
彦
○
、
計
ロ
ロ
ロ
］
の
○
四
Ｑ
閂
巨
庁
丘
○
口
ご
画
ゴ
目
ロ
ロ
時
。
四
国
、
の
函
冒
巨

■
」
‐

昌
口
四
］
四
の
○
ぬ
の
も
ゆ
岸
ｐ
Ｈ
丘
ロ
ロ
ヴ
目
①
。
詐
面
妙
計
国
印
○
四
Ｑ
蔑
国
詐
豈
○
口

ご
凹
画
』
ｃ
彦
ぐ
時
Ｈ
○
『

。
ト
Ｌ
、

「
相
へ
の
悟
入
は
三
つ
の
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
①
法
性
に
住

す
る
こ
と
か
ら
。
つ
ま
り
無
二
で
言
語
表
現
を
離
れ
た
法
性

に
住
す
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
⑨
不
顕
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
。

つ
ま
り
二
つ
の
も
の
と
し
て
、
言
語
表
現
さ
れ
る
如
き
も
の

と
し
て
、
根
と
し
て
、
境
と
し
て
、
了
別
と
し
て
、
器
世
間

と
し
て
顕
現
し
な
い
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
『
無
色
・
不
可
説
・
不
住
・
不
顕
現
・
不
了
別
・
不
所
依

で
あ
る
。
』
と
経
典
に
説
か
れ
て
い
る
如
く
の
無
分
別
智
の

そ
の
相
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
③
顕
現
す
る
こ
と
か
ら
。

つ
ま
り
一
切
法
は
虚
空
の
如
し
と
見
る
こ
と
と
～
一
切
諸
行

は
幻
術
等
の
如
し
と
見
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
」

こ
の
一
節
は
無
分
別
智
に
悟
入
す
る
こ
と
に
関
す
る
六
項
目
の

中
、
第
四
「
相
」
（
冨
厨
騨
箇
）
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
っ
て
、
こ
の
中

②
と
し
て
和
訳
し
た
部
分
は
、
無
分
別
智
の
相
に
関
し
て
経
典
を

典
拠
と
し
て
『
二
つ
の
も
の
等
と
し
て
の
不
顕
現
』
を
説
い
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経
典
の
引
用
と
し
て
『
無
色
・
不
可
説
な
い

し
不
所
依
で
あ
る
』
と
い
う
語
句
が
見
ら
れ
る
点
、
お
よ
び
そ
れ
に

つ
づ
く
③
に
お
い
て
一
切
法
を
虚
空
の
如
し
と
見
る
こ
と
と
幻
術

等
の
如
し
と
見
る
こ
と
と
を
説
い
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
こ
の
一

節
と
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
冒
創
時
巴
冨
‐
胃
煙
ぐ
の
蟹
‐
目
副
色
目

の
一
節
（
そ
れ
に
先
立
つ
一
文
を
含
め
て
）
と
は
、
表
現
の
順
序

と
内
容
と
に
お
い
て
全
く
一
致
す
る
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
法
法

性
分
別
論
に
述
舗
へ
ら
れ
る
『
経
典
に
説
か
れ
て
い
る
如
く
の
無
分

別
智
の
相
』
と
い
う
場
合
の
「
経
典
」
と
は
こ
の
経
典
を
指
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
来
こ
の
部
分
は
宝
積
経
迦
葉⑲

品
の
第
五
十
六
・
五
十
七
節
が
典
拠
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

迦
葉
品
の
そ
の
部
分
は
、
言
葉
は
一
致
す
る
け
れ
ど
も
、
「
中
道
」

と
い
う
点
に
関
し
て
『
無
色
・
不
可
説
な
い
し
不
所
依
』
と
説
い

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
無
分
別
智
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。

ま
た
語
順
の
点
か
ら
い
っ
て
も
、
こ
の
部
分
は
迦
葉
品
よ
り
目
７

ぐ
涛
巴
ｇ
‐
胃
ゆ
ぐ
①
轡
‐
・
ロ
日
煙
昌
の
方
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
だ
け
で
は
、
こ
の
経
典
が
法
法
性
分
別
論
に
先
行

し
、
法
法
性
分
別
論
が
そ
れ
を
典
拠
に
し
た
と
い
う
こ
と
は
断
定

で
き
な
い
が
（
そ
の
逆
も
あ
り
う
る
の
で
）
、
し
か
し
両
者
の
間
に

な
ん
ら
か
の
結
び
つ
き
が
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
の
で
は
な
か
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ろ
う
一
か
。

註①
尿
己
本
酉
ら
息
．
智
．

②
号
昼
畠
弓
邑
も
．
侭
１
も
．
虐
急
＆
．

③
こ
の
「
影
」
（
胃
鼻
号
目
＄
）
と
い
う
語
は
原
文
に
は
現
わ
れ
な
い

が
目
旨
．
（
も
．
２
．
』
ｚ
○
．
訊
謡
・
）
凹
．
邑
蟹
凸
に
よ
っ
て
補
う
。

④
原
文
異
胤
騨
‐
３
日
四
国
乱
昌
を
Ｈ
旨
．
（
号
昼
・
》
）
お
よ
び
後
に
紹

介
す
る
諸
引
用
例
に
よ
っ
て
騨
鼠
秒
‐
閏
目
鼻
巴
習
と
訂
正
。

⑤
旧
の
ａ
本
固
誤
息
‐
届
１
も
．
苫
．
』
．
陣
参
照
。

⑥
曾
吋
堅
巴
冒
圃
国
‐
月
甚
‐
ｇ
溜
憩
（
砲
８
．
』
ｚ
ｏ
・
訊
曽
）
昌
一
．
届
昏

‐
？
ｔ
届
皆
と
お
よ
び
西
蔵
文
典
研
究
会
「
安
慧
造
『
大
乗
荘
厳
経

論
釈
疏
」
菩
提
品
①
」
（
「
西
蔵
文
献
に
よ
る
佛
教
思
想
研
究
』
第
一

号
）
十
九
頁
・
三
十
九
頁
参
照
。
こ
こ
に
和
訳
し
た
文
は
第
十
二
偶

。
■
■
４
凸
０
５
山
■

ｄ
句
今
目
‐
目
恩
威
Ｈ
旨
貝
ご
陽
①
壱
四
口
ぐ
届
昌
Ｐ
‐
の
巨
目
包
口
胃
○
蔵
脚
口
騨
‐

Ｈ
目
晶
騨
の
晶
且
号
騨
三
）
を
引
い
て
解
釈
す
る
部
分
に
あ
た
る
。

な
お
安
慧
は
第
十
四
章
教
授
品
第
四
十
二
偶
に
対
す
る
注
釈
に
お

い
て
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
（
号
己
・
』
望
号
ｌ
ご
胃
瀞
の
唱
侭

宅
塑
冒
］
禺
口
色
ロ
胃
も
ゆ
Ｈ
Ｈ
ｐ
啓
埼
汁
○
ｍ
己
四
伝
芦
冒
①
か
①
の
弁
①
旦
封
①
恥
①
め
Ｑ
①
の
オ
ロ
沙
Ｈ
ｐ
ｍ

○
四
・
旨
騨
目
国
境
昌
丙
ぽ
解
］
昌
門
四
画
ケ
如
匿
鄙
口
・
ロ
丙
彦
○
号
Ｑ
ｐ
Ｏ
茜
ｐ
Ｑ
ｃ
四
？
・
・
・
・
皇
、

賑

、
、

⑦
こ
こ
に
上
げ
た
文
は
本
文
中
に
も
述
べ
た
よ
う
に
二
つ
の
文
を
正

し
く
配
列
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
注
③
④
の
訂
正
を
取
り
込

ん
で
い
る
。

③
○
．
目
白
Ｏ
Ｂ
》
旨
冒
ミ
蜀
員
皇
菖
罵
莨
鈎
ゞ
富
津
閂
目
（
閃
○
日
四
》

胃
④
司
澤
）
己
．
旨
』
》
『
‐
司
ｊ
ｔ
Ｐ

⑨
、
罠
い
‘
冒
昌
』
曽
言
ミ
ミ
｝
（
淳
一
言
⑳
》
岳
ご
）
］
〕
・
寵
息
．
ｇ
ｌ
圏
。

経
名
冒
頭
の
己
旨
目
と
い
う
語
が
何
を
意
味
す
る
か
理
解
で
き
な

い
。
あ
る
い
は
ロ
肖
匡
目
色
の
誤
り
か
。

⑩
勺
，
８
．
．
ｚ
○
．
臼
Ｐ
ｚ
白
．
忠
ｌ
甲
ｔ
茜
ｌ
い
三
十
論
安
慧
釈
所
引
の
こ

の
部
分
を
ト
レ
ー
ス
し
た
の
は
、
尿
ａ
が
最
初
で
あ
る
。
冒
冒
恥

言
亀
や
鷺
、
○
・
一
↑
宝
、
一
理
重
ａ
ｍ
ｓ
鼠
吻
建
急
恥
ミ
、
弓
罫
日
割
畠
、
戴
ミ
ミ
宝
亀
》
（
弔
い
風
い
】

忌
駕
）
己
自
員
］
】
ｏ
８
〕
・
を
参
照
。
な
お
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
よ
る
と
、

経
典
名
の
原
題
は
シ
ｑ
④
‐
四
ぐ
房
巴
冒
‐
冒
煙
ぐ
①
３
‐
目
白
四
‐
§
胃
Ｐ
員
で

坐
納
｝
ヲ
（
》
。

⑪
佛
説
入
無
分
別
法
門
経
。
施
護
（
シ
・
ロ
や
９
入
宋
）
訳
。
大
正
ｚ
○
．

急
跨
ぐ
巳
．
扇
ｐ
ｇ
ｍ
ｌ
・
以
下
引
用
号
己
・
・
や
窓
曾
．

⑫
前
述
の
如
く
こ
の
経
典
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
後
に
説
明
す
る
ギ

ル
ギ
ッ
ト
写
本
も
含
め
て
若
干
の
相
違
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
一
応

安
慧
の
引
用
す
る
名
称
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

⑬
。
涛
詠
切
員
§
首
』
昏
富
畠
鳥
巷
房
ゞ
恩
昇
式
Ｈ
①
冒
○
目
。
＆
耳

局
四
ｍ
ロ
ロ
ぐ
卸
ゅ
Ｐ
ｐ
Ｑ
門
○
片
①
呂
○
け
ど
〕
胃
伊
》
（
ｚ
①
葛
口
昌
巨
》
忌
思
）

⑭
写
真
番
号
冨
畠
（
等
）
『
ト
ー
詞
以
下
写
本
を
引
用
す
る
場
合
は

写
真
番
号
（
カ
ッ
コ
内
は
葉
数
）
で
示
す
が
、
そ
の
全
体
に
つ
い
て

は
本
稿
末
尾
の
ロ
ー
マ
字
転
写
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑮
号
眞
ｚ
ｏ
．
届
認
》
（
扇
四
）
一
因
１
回
月
号
．
留
＆
’
詞

⑯
「
入
無
相
方
便
」
に
言
及
す
る
論
稿
は
多
い
が
、
次
の
論
文
の
み

を
参
考
に
上
げ
て
お
く
。
早
島
理
「
聡
伽
行
唯
識
学
派
に
お
け
る
入

無
相
方
便
相
の
思
想
」
（
「
印
佛
研
』
二
十
二
巻
二
号
、
や
ぢ
ｇ
ｌ

Ｈ
Ｃ
』
胃
）

⑰
（
弓
．
・
芹
．
Ｚ
。
．
忌
詞
］
（
聖
）
）
｛
＆
’
岸
弓
弓
．
曽
当
１
，
．
若
干
の

校
訂
を
加
え
て
も
な
お
こ
の
文
章
は
文
法
的
に
不
正
確
で
あ
る
。
残

り
の
部
分
は
写
本
の
形
態
を
尊
重
し
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
上
げ
て
お
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く
。
ロ
ー
マ
字
転
写
末
尾
の
注
過
を
見
よ
。

⑬
ｚ
ｏ
鯛
胃
旬
四
８
．
・
や
勗
畠
．
旨
Ｉ
扇
．
及
び
Ｐ
弓
①
且
肩
勺
ら
息
．

吟
Ｉ
ｇ
こ
の
部
分
は
梵
文
が
回
収
さ
れ
て
い
る
部
分
と
重
な
る
の
で
、

ロ
つ
『
Ｐ
の
四
）
目
号
．
い
い
ｌ
望
‐
ぐ
房
四
ぢ
ゅ
‐
ロ
后
屋
芹
四
日
｝
ず
彦
口
含
魚
‐
丙
○
廿
胃
‐
四
日
目
騨
汁
④
‐
宅
四
片
騨
日
凹
昇
壹
騨
邑
旨
四
吋
目
四
口
彦
脚
詐
口
‐
日
』
冒
急
四
唇
餌
‐
ぐ
涛
凹
言
四
‐
ロ
芦
冒
一
芹
伊
一
一
く
〕
四
Ｑ

一
一
煙
）

卜
』

ロ
計
四
の
ぐ
ゅ
胃
四
丙
い
い
ロ
四
１
口
淵
引
巨
も
勲
揮
ｐ
計
○
句
④
”
ロ
ロ
四
‐
己
同
ロ
も
ｐ
ｐ
ｐ
計
○
界
『
四
ｍ
色
Ｈ
ｐ
Ｉ
ｐ
貝
巨
も
四
恒
四
庁
○
ご
ロ
、
の
四
詳
倒
己
君
ゆ
む
胃
庁
國
汁
ぐ
ｐ
ｌ
ｐ
揖
禺
匡
己
騨
憾
Ｐ
ｌ
ご
〕
｝
栂
四
目
己
四
Ｉ
ｐ
時
目
詳
庁
似
口
司

四
）
心
）

砂
試
口
四
口
Ｐ
風
穴
脚
同
伊
守
Ｐ
ぜ
己
四
国
ぐ
ゅ
ご
四
国
四
庁
旦
汁
騨
の
思
い
庁
脚
ロ
ぎ
ゅ
も
房
℃
沙
国
ぐ
ゆ
ご
凶
望
凹
庁
Ｏ
ｂ
ｐ
Ｈ
ゆ
ご
』
ロ
②
『
鍔
③
ヴ
］
や
門
口
己
武
！
ｐ
】
叶
匡
己
凹
口
四
‐
ぐ
芦
穴
色
］
℃
四
１
毎
臂
国
詳
詐
脚
国
営
、
四
目
胃
ｐ
Ｉ

Ｑ
画
○
四
Ｈ
ｐ
ｐ
斤
冒
似
ず
彦
閑
四
曲
四
日
四
］
５
当
○
ぬ
①
ロ
ゅ
存
ｐ
９
冨
煙
昏
倒
己
吋
騨
汁
丘
四
目
四
ヶ
ぽ
口
画
巨
も
吋
脚
冒
程
‐
ロ
胃
口
己
、
信
四
‐
ぐ
房
四
ざ
ゅ
‐
己
日
詳
冨
召
罰
脚
ぐ
ゅ
。
Ｑ
鼠
四
目
四
ケ
ぽ
ロ
ー

員
旨
‐
℃
局
叫
己
睦
‐
ロ
胃
巨
も
四
口
四
‐
ぐ
卦
穴
色
］
己
四
１
口
砕
員
戸
詳
汁
蝕
Ｈ
ロ
餌
ロ
ロ
庁
℃
凹
芹
騨
隊
四
’
○
画
四
国
ロ
ｐ
‐
蒜
、
山
口
武
‐
や
Ｈ
脚
己
は
‐
屋
胃
匡
も
四
口
四
１
句
一
丙
い
』
己
抄
１
口
胃
冒
』
詳
騨
Ｈ
画
く
国
四
戸
四
Ｈ
Ｐ
憧
四
‐
己
吋
酔
も
陣
‐

１
〆

。
）

ロ
貝
自
宅
騨
口
Ｐ
‐
ご
時
空
ざ
ゅ
‐
昌
拭
員
＃
四
日
ワ
ロ
・
色
ロ
四
！
］
息
黒
引
甲
も
四
口
③
句
鈎
『
四
・
日
号
．
函
四
１
国
（
凰
〆
ロ
Ｑ
・
巨
も
禺
倒
宅
武
‐
巳
Ｈ
卸
も
曾
口
四
‐
ぐ
時
四
壱
四
‐
日
日
詳
計
凹
昼
く
印
四
汁
ぐ
ゅ
も
四

（
国
）
毛
脚
戸
四
も
３
も
陣
‐
且
吋
巨
己
煙
恒
四
‐
ｑ
房
四
壱
④
‐
且
目
騨
冨
昌
、
い
ず
嵐
、
①
戸
い
も
働
勺
は
‐
己
Ｈ
ｐ
ｂ
伊
恒
四
‐
ぐ
房
四
ざ
ゅ
‐
日
日
罫
３
国
兵
電
習
国
・
の
胃
ぐ
ゅ
蔵
胃
脚
も
３
甘
鹿
‐
昌
曽
Ⅱ

、
）

己
四
唇
Ｐ
ｌ
く
』
丙
④
胃
も
色
‐
ロ
ロ
ロ
再
命
四
Ｈ
ロ
く
い
。
ｐ
庁
四
ｍ
ご
印
胃
凹
浸
息
ゆ
ご
段
‐
ロ
］
Ｈ
ロ
己
伊
恒
四
汁
○
ぐ
ゆ
眼
巨
惇
四
‐
ロ
程
吋
巨
や
四
憧
沙
計
○
ぐ
酔
い
四
吋
色
Ｉ
目
月
色
も
騨
唇
四
計
○
ぐ
ぃ
、
四
含
倒
ロ
く
ぃ
も
房
勺
境
酔
も
陣
↓

旨
眞
’
目
℃
騨
口
四
ｌ
ご
計
丙
色
』
己
山
‐
ロ
胃
巨
詳
俳
画
昌
胃
ｐ
Ｈ
ご
口
［
胃
、
、
Ｐ
『
ご
］
口
Ｐ
巴
丙
脚
Ｈ
ｐ
計
四
恥
宅
四
国
ぐ
ゅ
昼
四
割
ゆ
ず
廷
①
く
ゆ
爵
ご
め
ゅ
ご
○
白
旨
尉
四
計
ぐ
Ｏ
Ｈ
口
口
丘
叫
の
四
奇
く
い
曰
の
酌
叶
ぐ
ぃ
戸
倒
Ｈ
い
‐
く
酔
汽
四
胃
Ⅱ

、

己
凹
↑
口
目
ロ
詳
計
山
口
『
四
国
〕
四
国
四
凰
屏
画
氏
四
庁
四
ほ
こ
⑳
↑
ロ
く
Ｐ
ご
ｐ
『
四
目
印
ロ
琶
口
屏
詐
○
ず
げ
ゆ
ご
凹
威
画
く
笥
汽
ｐ
］
己
①
旨
四
一
巳
四
。
Ｐ
庁
倒
ぐ
Ｐ
Ｑ
四
く
司
丙
印
冒
ｂ
Ｐ
ｌ
Ｑ
ロ
岬
庁
ｐ
Ｈ
目
の
勺
四
門
印
四
目
色
詐
竺

『
）
、
〉
、
↓
『
）
や
）

四
の
武
（
茶
）
の
や
ゆ
『
○
画
誌
色
宮
１
，
日
旨
画
邑
夛
』
］
〕
ゆ
ぐ
些
肉
己
宅
い
‐
△
］
〕
脚
言
巨
ゴ
い
も
曾
閂
印
四
口
四
目
農
（
器
）
（
二
（
四
四
）
含
ｐ
如
く
四
ｍ
四
国
〕
竜
包
弄
‐
も
Ｈ
窪
琶
○
ぬ
四
の
竜
凹
め
の
ぐ
色
目
凹
昼
ぐ
ゅ
望
幽
色

ず
ぼ
倒
暑
９
国
〕
〕
ご
印
冠
回
竺
ず
四
宮
ロ
国
丙
四
吋
騨
口
目
〕
〆
画
く
胃
』
の
④
日
冒
凹
巨
Ｉ
目
秒
国
四
召
冒
融
吋
習
］
く
色
画
③
『
岸
、
四
》
弓
号
．
い
ず
Ｉ
と
電
動
色
⑳
（
二
秒
）
豆
一
厨
騨
冒
如
丙
画
同
脚
旦
昌
目
脚
巨
ろ
ぬ
色
庁
○

］
、
）

］
く
』
汽
國
］
弓
四
↓
色
］
〕
ヨ
オ
ロ
』
〕
〕
如
毛
拭
い
四
計
ご
』
内
局
鱗
国
営
の
ご
ｐ
ｏ
四
℃
騨
民
昴
○
（
一
彦
餌
》
部
色
詐
ご
］
門
○
目
Ｐ
屏
斡
吋
曾
ロ
①
匡
騨
二
割
目
戸
ハ
ニ
己
挙
ｌ
・
言
騨
言
ｐ
Ｈ
四
〆
『
］
丙
郁
↑
一
己
吟
騨
望
巨
○
望
四
計
の
、
、
い
ぃ
制
ご
Ｐ
Ｉ
く
一
］
降
秒
』
や
ゆ
１

岸
胃
）

ロ
貝
自
己
Ｐ
恒
四
Ｉ
印
色
【
冒
色
は
丙
局
凶
国
計
秒
庁
習
ロ
ロ
も
勤
（
両
国
四
尽
口
①
恥
四
口
動
ｉ
ぐ
己
四
臥
四
口
脚
ｌ
の
沙
農
口
沙
は
丙
園
脚
巨
含
四
庁
騨
目
］
厘
宅
画
Ｑ
凹
営
煙
尽
め
四
局
ご
①
ロ
ユ
凰
園
四
Ｉ
ぐ
芦
涛
四
壱
四
‘
、
色
Ｈ
ｐ
ゆ
は
戸
骨
働
旨
会
四
守
脚
農
ロ

〔
梵
文
断
片
ロ
ー
マ
字
転
写
〕

以
下
に
ギ
ル
ギ
ッ
ト
写
本
中
に
残
さ
れ
て
い
る
梵
文
断
片
全
文
の
ロ
ー
マ
字
転
写
を
掲
げ
る
。
写
真
集
で
は
ｚ
ｏ
，
忌
露
よ
り
始
ま
る
が
、
こ
れ
は

出
版
者
の
誤
り
で
あ
り
、
ｚ
ｏ
．
届
己
↓
畠
且
↓
忌
孟
↓
岳
＄
↓
忌
忌
↓
と
つ
づ
く
尋
へ
き
で
あ
る
。
な
お
サ
ン
デ
ィ
等
に
つ
い
て
は
写
本
に
現
わ
れ
る

形
を
そ
の
ま
ま
残
し
、
正
規
形
に
は
改
め
な
い
。
下
線
部
分
は
本
稿
で
引
用
し
た
部
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

万
六
鶉
弄
〕
匡
○
の
胃
Ｐ
ｌ
ｍ
ず
口
ば
め
凰
口
廻
穴
鶚
坐

|■

そ
の
部
分
は
梵
文
で
示
し
、
残
り
を
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
示
す
。

⑲
山
口
博
士
の
和
訳
『
山
口
益
佛
教
学
文
集
」
⑯
一
九
五
頁
、

四
を
参
照
。

注
十
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|’
］
ロ
①
園
四
１
口
．
戻
吊
）
ぐ
些
鰹
牌
①
目
、
一
口
其
Ｈ
）
ご
］
炭
ｐ
］
も
①
ロ
四
‐
］
目
印
・
ロ
の
渥
画
、
国
〕
ゆ
く
四
‐
員
に
Ｐ
恒
ｏ
庁
四

口
■
０
１
６
１

弓
属
）
脚
旦
画
冨
四
、
め
ゅ
Ｈ
く
ぃ
ｌ
［
胃
つ
司
興
堕
些
丙
］
①
野
）
閂
〕
凹
丙
胃
①
恥
酔
弓
①
Ｈ
⑳
ご
沙
‐
冒
芦
叶
脚
］
酌
》
国
、
庁
脚
門
口

画
く
】
丙
秒
宮
）
○
〉
Ｈ
●
。
己
○
》
ロ
冒
包
、
昌
唖
恥
蝕
己
○
》
禺
冒
四
武
切
廿
壼
（
）
》
雪
山
ず
洋
画
い
○
》
ぐ
】
一
畝
、
↑
吊
）
武
丙
○

ロ
つ
『
』
》
』
函
⑳
〉
日
号
．
吟
ご
Ｉ
目
（
四
口
ロ
ぎ
ぃ
）
○
四
口
秒
目
（
ご
ロ
画
口
早
Ｈ
凹
庁
冒
騨
‐
も
Ｈ
四
（
雑
美
置
○
口
目
“
、
茶
鵠
』
）
陣
雨
）
Ｈ
皿
己
は
‐
僻
ａ
屏
巴
勺
④
‐
昌
門
昌
詐
習
働
日
①
菌
、
』
四
（
口
冒
）
く
ゅ
○
四
口
四
Ⅱ

、
１
１

（
ｇ
く
目
四
丘
平
の
旨
副
‐
ロ
扇
昌
‐
国
目
四
‐
日
（
昏
倒
ロ
色
喝
四
℃
国
威
冨
日
ヴ
ロ
秒
］
茸
、
』
ご
陦
凹
言
四
‐
（
昏
弾
ロ
‐
名
四
厨
四
国
四
国
陰
①
冨
旦
四
口
三
く
Ｐ
Ｃ
印
員
ゅ
冒
涯
は
亘
両
目
旨
Ⅱ

】
Ｊ
》

』
、
』

℃
ロ
侍
同
画
〕
ロ
①
ロ
○
℃
色
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－
国
『
四
民
冒
い
ぐ
時
丙
四
１
．

』
蝉
国
自
切
庁
⑳
ロ
四
○
函
ｐ
命
①
．
］
い
、
舅
畠
、
》
ぐ
ご
副
四
℃
は
戸
四
国
Ｐ
ｐ
目
］
］
肉
①
汁
四
．
］
躁
辱
負
、
一
団
脚
庁
①
口
凹
．
胃
画
〕
亭
一
閂
の
勺
四
国
９
１
．
Ｈ
つ
》
》
角
の
ご
』
画
戸
ず
ゅ
Ｑ
四
ｍ
四
○
四
‐
・
烏
『
》
】
角
印
戸
口
冒
包
も
口
許
引
凹
．

胃
騨
》
自
印
ロ
胃
騨
ロ
脚
の
四
げ
く
四
．
骨
④
〕
字
自
の
○
ぐ
①
匙
四
で
も
①
９
画
Ｃ
〕
夛
閂
、
ぐ
園
ゆ
く
四
。
倒
冨
①
寺
①
．
』
民
亭
〔
如
く
邑
肉
色
冒
ｂ
ｐ
？
函
蝉
戸
畠
、
閏
巨
口
胃
〕
画
の
い
げ
く
ゆ
．
四
四
》
三
門
の
ぐ
与
凱
四
℃
は
哲

西
跨
夢
白
の
戸
口
か
○
甘
口
四
口
》
閂
の
Ｉ
守
口
竜
山
ロ
函
画
亘
自
の
望
○
］
ロ
四
口
】
．
画
ヌ
ー
角
の
閂
昌
叶
巨
己
四
恒
四
‐
・
画
、
舅
雲
閂
、
の
凹
叶
く
い
１
．
画
浄
膀
の
》
匡
四
ず
帝
ｍ
ｐ
Ｈ
Ｒ
①
四
Ｑ
ｐ
ず
］
①
、
唖
Ｐ

。
’

》
角
め
ず
画
冒
巨
〆
Ｃ
ｌ
・
函
］
）
》
自
切
ｌ
弄
○
も
凹
む
四
‐
・
唖
蝉
辱
宮
、
》
凰
邑
］
．
い
い
舅
自
ゆ
く
割
四
‐
ぐ
引
詐
電
Ｐ
⑬
吟
）
字
【
、
〕
昌
彦
』
ぬ
倒
○
○
洋
〕
色
威
⑲
即
日
）
ず
．
Ｈ
ｐ
ｐ
口
罠
も
四
Ｈ
ロ
呉
Ｈ
庁
（
）
ぬ
⑩
ｐ
い
届

９
．
誤
》
昌
印
日
四
冨
困
プ
国
３
８
．
雪
》
旨
の
笛
日
円
く
習
胃
旨
．
〔
封
鮮
〕
ｚ
○
．
忌
乱
１
ふ
汽
誘
エ
び
り
国
冒
習
『
ｐ
々
舞
う
ｅ
〕
・
ぐ
閂
昌
ｓ
汁
訓
Ｓ
菫

酔
行
人
Ｕ
ラ
バ
ロ
》
訓
覇
回
慨
「
蕗
卑
ｓ
ｌ
削
誹
」
（
『
判
三
蕊
什
師
画
剖
詐
郡
飛
』
）
弓
．
鵠
甲
Ｐ
国
務
蒔
閉
、
悪
助
酬
一
調
「
〈
魂
華
餅
鞄
〉
拙
」

（
『
到
鶏
声
蝉
』
Ｚ
。
、
召
）
頃
）
ｂ
凸
啼
眺
潤
。
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